
設計・監理　東急設計コンサルタント
　　　　　　小川真樹建築綜合計画
施　　　工　東急建設

スタイリオ池尻大橋

遮音スタジオと都市景観
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計
画
の
始
ま
り
と
周
辺
の
こ
と

　

首
都
高
速
中
央
環
状
線
の
大
橋
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
建
設
に
よ
り
、
鉄
道
関
連

施
設
の
移
転
が
必
要
と
な
り
、
当
地
に

移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
０
３

年
か
ら
計
画
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、

敷
地
形
状
も
未
確
定
だ
っ
た
の
で
、
ま

ず
、
敷
地
の
形
状
を
決
め
る
た
め
の
検

討
が
必
要
だ
っ
た
。

　

計
画
敷
地
は
、
大
山
街
道
（
国
道

２
４
６
号
線
）
と
目
黒
川
の
段
丘
に
は

さ
ま
れ
て
い
て
、
周
辺
に
は
天
正
年
間

創
建
の
氷
川
神
社
が
あ
り
、
歴
史
が
感

じ
ら
れ
る
地
区
で
あ
る
。
段
丘
の
法
面

は
豊
か
な
緑
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
段

丘
上
に
は
住
宅
地
が
広
が
っ
て
、
都
立

高
校
、
図
書
館
、
大
型
病
院
な
ど
が
あ

る
。
目
黒
川
沿
い
は
緑
道
と
し
て
整
備

さ
れ
、
ま
た
、
国
道
沿
い
に
は
店
舗
も

多
く
て
活
気
が
あ
り
、
歴
史
と
環
境
と

利
便
の
兼
ね
備
わ
っ
た
立
地
で
あ
る
と

い
え
る
。

建
物
の
構
成

　

鉄
道
関
連
施
設
は
地
下
に
収
め
る
こ

と
と
し
、
地
上
部
分
の
用
途
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
オ
フ
ィ
ス
の
計
画
も
あ
っ

た
が
、
最
終
的
に
は
、
低
層
部
に
商
業

施
設
、
上
部
に
賃
貸
の
集
合
住
宅
と
い

う
構
成
に
決
定
し
た
。
た
だ
、
住
宅
を

設
け
る
と
な
る
と
、
敷
地
南
側
の
国
道

と
首
都
高
速
道
路
に
対
し
て
、
ど
う
計

画
す
る
か
が
、大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

　

事
業
主
側
で
は
、
立
地
の
特
性
を
生

か
し
た
特
徴
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
首
都
高

速
な
ど
の
暗
騒
音
を
逆
に
利
用
す
る
と

い
う
発
想
で
、
楽
器
演
奏
な
ど
も
で
き

る
防
音
室
を
備
え
た
住
宅
を
計
画
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

同
じ
事
業
主
の
類
似
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
実
績
が
あ
る
小
川
真
樹

氏
と
共
働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
商
業
施
設
面
積
を
で
き
る
だ

け
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
全
体
と

し
て
の
課
題
で
あ
り
、
住
宅
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
附
置
義
務
駐
車
場
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
た
。

地
域
と
の
協
力

　

計
画
の
途
中
で
、
国
道
の
反
対
側
の

再
開
発
計
画
の
敷
地
か
ら
国
道
を
横
断

す
る
歩
行
者
デ
ッ
キ
を
、
こ
の
建
物
に

接
続
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
を
歩

行
者
デ
ッ
キ
兼
用
と
さ
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
、
目
黒
区
と
国
道
側
か
ら

あ
っ
た
。
当
初
、
商
業
施
設
部
分
は
２

層
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
歩
行
者
デ
ッ

キ
接
続
に
よ
り
、
１
階
の
階
高
が
高
く

な
る
た
め
、
１
階
の
一
部
に
中
２
階
を

設
け
る
こ
と
と
し
、
国
道
側
は
吹
き
抜

け
と
し
た
。
現
在
、
ま
だ
歩
行
者
デ
ッ

キ
は
接
続
さ
れ
て
い
な
い
が
、
１
〜
２

年
後
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　

ま
た
、
大
橋
地
区
で
は
、
地
元
と
目

黒
区
と
で
協
議
会
を
設
け
て
景
観
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
と
り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、道
路
境
界
線
か
ら
の
後
退
や
、

外
観
デ
ザ
イ
ン
、
看
板
サ
イ
ン
な
ど
に

つ
い
て
、
事
業
主
と
と
も
に
説
明
し
協

議
を
重
ね
た
。

完
成
ま
で

　

２
０
０
７
年
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、

完
成
ま
で
約
２
年
半
を
要
し
た
が
、
そ

の
間
に
も
、
事
業
主
、
施
工
者
、
行
政

庁
な
ど
と
、
検
討
や
協
議
が
続
け
ら
れ

た
。

　

計
画
の
始
ま
り
か
ら
完
成
ま
で
の
６

年
半
余
り
に
は
、
多
く
の
紆
余
曲
折
や

苦
労
が
あ
り
、
数
え
切
れ
な
い
人
た
ち

が
関
わ
っ
て
き
た
。
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
建
物

は
、
関
わ
っ
た
ひ
と
た
ち
の
提
案
や
努

力
や
苦
労
の
集
大
成
と
し
て
完
成
し
た

作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
、
ま

と
め
の
言
葉
と
し
て
の
社
交
辞
令
で
は

な
く
、
振
り
返
っ
て
み
て
、
つ
く
づ
く

思
う
こ
と
で
あ
る
。　
（
菅　

俊
明
）

立
地
の
特
性
を
生
か
し
た

　
　
コ
ン
セ
プ
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
を
実
現

東急設計コンサルタント
建築設計本部　第２設計統括部

部長　菅　俊明

1974年　東京大学工学部建築学科卒業
1974―1986年　

大高建築設計事務所勤務
1986―1987年　

倉本都市建築ラボラトリー勤務
1988年　東急設計コンサルタント入社

配置図
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５階共用廊下
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集
合
住
宅
の
ス
タ

イ
ル
は
使
う
人
と

同
じ
よ
う
に
多
様
化
の
一
途
だ
が
、
設

計
者
と
し
て
依
頼
い
た
だ
く
仕
事
の
ス

タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
る
。
私
が
こ

の
建
築
に
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の

も
珍
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
そ
の
時
す
で
に
地
下
の
鉄
道
関
連

施
設
の
設
計
は
終
了
し
て
お
り
、
上
部

に
商
業
テ
ナ
ン
ト
と
賃
貸
集
合
住
宅
を

計
画
し
た
い
の
だ
が
、
そ
の
集
合
住
宅

部
分
と
地
上
に
現
れ
て
い
る
建
物
の
外

観
を
考
え
て
ほ
し
い
。
と
い
う
の
が
依

頼
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
敷
地
を
見
に
行
っ
た
と
き
の

興
奮
を
覚
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の

敷
地
が
と
て
も
強
い
個
性
を
持
っ
た
敷

地
だ
っ
た
か
ら
だ
。
あ
ま
り
に
も
巨
大

な
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
首
都
高
速

高
架
の
メ
ガ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
眼
前

に
し
な
が
ら
、
背
後
で
は
静
か
な
目
黒

川
の
段
丘
緑
地
と
住
宅
地
に
面
す
る
、

都
市
の
縮
図
の
よ
う
に
も
思
え
る
敷
地

だ
っ
た
。

＊

　
　　

本
来
、
首
都
高
速

な
ど
の
交
通
騒
音

は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素
な
の
だ
が
、
そ

こ
に
『
高
遮
音
室
＝
楽
器
演
奏
可
能
な

部
屋
』
を
持
つ
住
宅
を
企
画
す
る
意
図

は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
に
既
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
音
楽
家
は
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
の
で
、
う
る
さ
い
場
所
を

探
す
。
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
は
こ
れ
以

前
に
同
じ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
共
同
で
音

大
の
学
生
向
け
の
高
遮
音
集
合
住
宅
の

企
画
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
実

施
設
計
と
監
理
で
は
そ
の
時
の
経
験
が

生
か
さ
れ
た
。

　

大
橋
で
私
が
ま
ず
提
案
し
た
の
は
、

首
都
高
速
の
高
架
と
同
レ
ベ
ル
以
下
の

住
宅
（
４
～
５
階
）
と
、
そ
れ
よ
り
も

上
層
の
住
宅
（
６
～
９
階
）
と
は
、
別

世
界
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
企

画
に
し
、
南
側
眺
望
の
悪
い
下
層
階
を

高
遮
音
住
宅
、
上
層
階
は
ス
タ
ジ
オ
タ

イ
プ
（
ワ
ン
ル
ー
ム
）
の
癖
の
な
い
開

放
感
の
あ
る
住
宅
に
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
一
般
に
、
集
合
住
宅
は

上
下
に
積
層
さ
れ
る
住
宅
が
（
特
に
水

廻
り
が
）
共
通
の
位
置
関
係
に
あ
る
こ

と
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
だ

す
が
、
あ
え
て
そ
れ
を
無
視
す
る
困
難

を
考
慮
し
て
も
、
そ
う
し
た
方
が
良
い

と
考
え
た
。

　

ま
た
、
急
速
に
変
貌
し
そ
う
な
地
域

で
も
あ
っ
た
の
で
、
将
来
に
対
し
て
建

築
を
で
き
る
だ
け
フ
リ
ー
な
状
態
に
す

べ
き
だ
と
も
考
え
、
柱
の
位
置
だ
け
は

既
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
小
梁
の
無

い
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
と
し
て
、
水
廻
り
ダ

ウ
ン
ス
ラ
ブ
も
無
い
、
単
純
な
構
造
体

を
提
案
し
た
。

＊

小川真樹建築綜合計画

代表　小川　真樹

1983年　東京藝術大学美術学部建築科卒業
1985年　同大学院美術研究科建築設計終了
1985―1998年　

三上祐三氏主宰のMIDI綜合設計研究所勤務
1998年　現事務所設立

JIA登録建築家
工学院大学非常勤講師

依 

頼
提 

案

暗騒音に対する防音室を
そのまま音楽・音響室に

南北断面図

高遮音住宅（アーバンチューブ）
スタディ模型

首都高速

国道246
店舗

店舗

高遮音住宅

住宅 住宅

段丘緑地
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上
層
階
は
中
廊
下

か
ら
放
射
状
に
配

置
さ
れ
た
５
戸
の
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な

る
。
こ
れ
ら
は
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ

た
一
空
間
の
住
宅
と
し
て
、
北
面
で
は

緑
地
を
見
お
ろ
せ
る
床
ま
で
の
外
壁
開

口
を
設
け
た
こ
ず
え
の
鳥
の
巣
の
よ
う

な
住
宅
で
あ
り
、
販
売
用
呼
称
も
ア
ー

バ
ン
ネ
ス
ト
と
し
て
い
る
。

　

対
し
て
、
下
層
階
は
か
な
り
特
殊
な

企
画
で
、
各
住
宅
は
間
口
、
高
さ
と
も

に
３
㍍
強
の
『
筒
状
』
の
住
宅
で
あ
る

（
販
売
用
の
呼
称
も
文
字
通
り
ア
ー
バ

ン
チ
ュ
ー
ブ
）。
南
側
（
国
道
側
）
の

共
用
廊
下
か
ら
住
戸
に
入
っ
た
部
分

が
、
玄
関
ホ
ー
ル
で
も
あ
り
音
楽
室
で

も
あ
る
土
足
利
用
も
可
能
な
高
遮
音

室
に
な
っ
て
い
る
。
最
も
パ
ブ
リ
ッ
ク

な
高
遮
音
室
を
起
点
と
し
て
、
奥
に
進

む
に
従
っ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
機
能
を

配
置
し
、
最
後
は
北
側
の
緑
地
を
望
む

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
終
わ
る
。
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。＊

　
　
　

高
い
遮
音
性
能
を

得
る
た
め
の
工
夫

は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
書
き
切
れ
な
い

が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ス
タ
ジ

オ
並
み
の
Ｎ
Ｃ
値
を
得
る
こ
と
は
考
え

ず
、
暗
騒
音
が
大
き
い
こ
と
を
逆
手
に

と
っ
た
考
え
。
つ
ま
り
暗
騒
音
に
対
す

る
防
音
室
が
、
そ
の
ま
ま
音
楽
室
に
な

住 
戸

遮 

音

アーバンチューブ S-Type

（左）1階 住戸エントランス　（中）住戸エントランス（夜景）　（右）住戸アプローチ（夜景）
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る
。
と
い
う
思
想
で
設
計
し
て
い
る
。

特
に
躯
体
へ
の
音
響
的
振
動
の
絶
縁
を

第
一
義
に
考
え
て
、
開
口
部
の
仕
様
や

仕
上
げ
の
下
地
だ
け
で
な
く
、
建
具
枠

の
固
定
方
法
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
。

い
た
ず
ら
に
個
々
の
工
場
製
品
の
ス

ペ
ッ
ク
を
追
い
か
け
る
よ
り
は
、
現
場

に
張
り
つ
い
て
建
具
や
仕
上
げ
の
職
人

に
考
え
方
を
伝
え
る
努
力
の
方
が
よ
ほ

ど
効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

＊

　
　　

集
合
住
宅
は
設
計

時
に
使
う
人
の
顔

が
見
え
な
い
の
で
勝
手
に
想
像
し
て
設

計
す
る
が
、
上
下
階
の
企
画
が
ま
っ
た

く
違
う
上
に
、
同
じ
音
楽
対
応
住
戸
で

も
録
音
ス
タ
ジ
オ
仕
様
、
音
楽
教
室
仕

様
、
な
ど
４
タ
イ
プ
と
も
違
っ
て
い
た

た
め
、
か
な
り
た
く
さ
ん
の
種
類
の
人

間
を
想
像
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
集
合
住
宅
で
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅

に
至
る
に
は
、
道
路
か
ら
建
物
横
の
通

路
を
敷
地
奥
ま
で
入
り
、
建
物
を
貫
通

す
る
コ
ン
コ
ー
ス
を
経
て
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
到
達
す
る
。
徐
々

に
静
か
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
の
長
い
通
路

で
、
こ
れ
か
ら
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
色

を
し
た
居
住
者
の
方
々
が
す
れ
ち
が
う

こ
と
だ
ろ
う
。　
　
（
小
川　

真
樹
）

AB

C

D E
最上階メゾネット
　　F-type

S R Q P

遮音室

遮音室
遮音室 遮音室

人 

間

（上）5階 共用廊下
（下）アーバンチューブ R-Type 遮音室

6 〜9階平面図
（アーバンネスト）

4・5階平面図
（アーバンチューブ）

（左）アーバンネスト F-type 下階　（中）アーバンネスト F-type 吹き抜け　（右）アーバンネスト A-type
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所 在 地：東京都目黒区
主 要 用 途：共同住宅、店舗、鉄道施設
建 主：東京急行電鉄

設計・監理──────────────────────
建 築：東急設計コンサルタント

　担当／菅俊明　庄子正俊
　 小川真樹建築綜合計画

　担当／小川真樹　梅田太一　佐伯誠
　　　　蔭山郁恵　金井直隆

構 造：東急設計コンサルタント
　担当／山口隆

設 備：東急設計コンサルタント　
　担当／松本勝己　金澤靖幸　冨山健一

施 工──────────────────────
建 築：東急建設
空 調：西原衛生工業所　高砂熱学工業
衛 生：西原衛生工業所
電 気：アキテム
植 栽：習和産業　石勝エクステリア

規 模──────────────────────
敷地面積：1,176.76㎡
建築面積：553.88㎡
延床面積：3,757.94㎡
建 蔽 率：47.15％　（許容　93.81％）
容 積 率：295.65％　（許容　458.76％）
階 数：地下２階　地上９階

寸 法──────────────────────
地域地区：商業地域、防火地域

第２種中高層住居専用地域、準防火地域、第三
種高度地区

道路幅員：南側　40ｍ　西側16ｍ
駐車台数：６台

構 造──────────────────────
　鉄骨鉄筋コンクリート造　一部鉄筋コンクリート造

設 備────────────────────────────
空 調：方式／個別方式

熱源／空冷ヒートポンプパッケージ
衛 生：給水／増圧直結給水方式、水道直結給水方式

給湯／局所給湯方式
排水／建物内：汚水・雑排水合流方式、雨水：貯留槽方式

電気設備：受電方式／店舗・共用部　高圧6.6kv　
　　　　　住宅部　集合住宅用変圧器
契約電力／195kw

防災設備：消火／屋内消火栓設備、窒素ガス消火設備、連結送水管設備
その他／自動火災報知器　熱感知器　煙感知器

　昇 降 機：乗用エレベータ　機械室レスロープ式二方向出入口型11人
乗りシースルー型╳１台
乗用エレベータ　住宅用二方向出入口型9人乗り╳１台

工 程────────────────────────────
　2007年6月1日～2009年11月30日

外 部 仕 上────────────────────────────
　屋 根：アスファルト露出断熱防水、絶縁通気工法、トップコート仕

上　ほか
　外 壁：コンクリート打放しの上、超低汚染型水性アクリルシリコン

樹脂塗装　一部　コンクリート打放しの上、フッ素樹脂塗装
　外 構：床／インターロッキング舗装・コンクリート刷毛引き舗装

（アプローチ）　アスファルト舗装（駐車場）
　植 栽：フイリヤブラン、ビンカミノール、キリシマツツジ、レッド

ロビン、フッキソウ、キンモクセイ、ハナミズキ、オリーブ、
ヘデラ

内 部 仕 上────────────────────────────
　1〜3階店舗：内装別途
住宅エントランス： 床 ／磁器タイル450□

壁 ／アクリルエマルジョン樹脂塗装櫛引
天井／岩綿吸音板

住 戸： 床 ／フローリング、コルクタイル、リノリウム
壁 ／ビニールクロス、耐汚染型AEP
天井／ビニールクロス、岩綿吸音板

住 戸 数：27戸
住戸専有面積：28.6㎡～52.0㎡

撮 影：ヨシダ建築写真事務所　佐々木徹

スタイリオ池尻大橋　建築概要

東急設計コンサルタント
〒153-0061　東京都目黒区中目黒3-1-33
TEL. 03-3715-1561　FAX. 03-3715-7507
URL　http://www.tokyu-sekkei.co.jp

小川真樹建築綜合計画
〒106-0032　東京都港区六本木5-16-5-402
TEL. 03-5573-9192　FAX. 03-5573-9193
URL　http://www.m-a-t.jp


